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１） 発刊の言葉 

＊ １ SABS 発足当時から計画されていた メールマガジンがやっと発刊の運びとな 

りました。 

＊ ２ 昨年度の企画として ホーム ページが作られました。 内容がまだ十分出来て 

いません。私たちの( SABS―バイオテクノロジー標準化支援協会)は 
YAHOO では 10 件以内の項目に出てまいります。しかし、 
Google では SABS は 

South African Bureau  of Standards が第一に出てまいります。 

このシステムのほうが有名で、Accreditation などをふくめた活動が大きく、立派な 

システムのように思われます。 

それでも、SABSNPO とすれば、直ちに出てきます。 

この組織の活動を高めるために、LINK 先の増加を図るとともに(リンク先とするべ 

き情報を出来るだけお寄せください) 道具としてメール マガジンが必要だと考え 

ています。 国際的な広がり、業際(interdisciplinary)な広がり以上に次の世代を見 

据えた高校生などの若い人たちへの働きかけも重要だと思います。 

アメリカ・アリゾナ州の高校生向けのパンフレットにあったと思いますが、 

“将来、バイオテクノロジーに関する仕事をしたいが、どのような勉強をしておけば 

よいのでしょうか？” 

との質問に対する答えとして、 “すべての領域の勉強が重要”と言う答えでした。 

つまり。物理、化学、生物、数学だけでなく法律、経済、社会の知識が必要というこ 

とでした。 日本で、 でしたら、 さしずめ、 生物を勉強しなさいと言うところですが、 

考え方の基本の差を見た感じでした。 同じような意味で、特許に対する幅広い考え 

も必要で、規格と特許はともに考えて行きたいものです。次の新聞記事もバイオテク 

ノロオジーの領域と考える時代です。 

＊ ３ このような活動を活発化するためのたたき台としてもこのメールマガジンを使 

えれば幸いだと思っています。ご批判、ご助言、ご提言などお寄せ下されば、と思い

http://www.sabsnpo.org/


ます。



２）提言 
1988年、 クリントン大統領の提言として、アメリカの各種の規格を統一化すると 

いうことが在りました。この結果、ANSI (American National 
Standard Institute) がいろいろの規格を傘下に収めるというような 

格好になりました。 

いくつもの国で似たようなことが行われています。 
ISO             International Organization of Standard 
AFNOR Association Francaise Normalisation Standard 
ANSI American National Standardization Institute 
BS British Standard 
DIN or DN Deutsche Institute Norm 
ＥＮ European Norm 
JIS Japanese Industrial Standard 

（Japanese Association of Standardization 

この中で日本だけが工業規格という意味を持っています。もともとの工業規格 

には業界取引者同士の話し合いという意味があったし、今でもＪＩＳのなかには、このよ 

うな意味合いの含まれているような言葉、が混じっていることがあります。どこの国も昔 

からの伝統を引きずって、難しい変革を行っているようですが、日本も、日本規格協会の 

言葉の通り日本の全体、全領域の規格を取り扱うと言う意味でＪＳ（日本規格）に変えて 

はいかがでしょうか？ そのほうが、新しくこの領域に関与を始めようという人々には理 

解がしやすいと思います。今まで、散乱していた、いろいろの領域をまとめるのにも好都 

合ではないでしょうか?。 

３）企画１ eLibrary 
今回には間に合いませんでしたが、ＳＡＢＳに Digital Library (e―Library)を 

設置することを進めています。 過去の主としてバイオテクノロジーに関するいろいろの 

委員会報告などが中心となると思いますが(なるべく広い領域を考えて、なるべく広いカテ 

ゴリーの出版物を含めて)、ホームページの中、あるいは、CDROM の形で保存していき 

たいと思っています。 社員の方々には、無料で頒布することを考えています。（経済的な 

都合がありますので、何個まで、という制限を付けなければなりませんが。。。現在考慮中 

です。ご意見をください）。 

本年度はこのよう手続きが出来ませんでしたので、こちらで適当に見計らった 5 種類の



CDROM を送らせていただきます。 

４）企画２ Biotechnology ハンドブック 

過去に JIS ハンドブックのなかにバイオテクノロジーのものを提案したこともありま 

したが、あまり売れそうもないし、ということで環境ハンドブック、あるいは、最近の医 

療機器ハンドブックの後塵を拝することとなってしまいました。 

来年度くらいは、世界の規格の中でバイオテクノロジー関係のものがどのくらいあるのか、 

項目だけでも集めた CDROM と考えています。 

以上、メールマガジンの発刊に寄せていくつかの項目について記しましたが、 

出来れば一ヶ月に一報をお届けすることを考えています。 

上記の各項目のさらに詳しい報告も含めて、いろいろの項目について記述していきたいと 

思っています。いろいろのご意見、ご批判なり下記の宛名にメールをいただければ、と思 

います 
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